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●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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「
地
震
の
は
な
し
を
聞
き
に
行
く
」

の
筆
者
は
、
仙
台
在
住
。
東
日
本
大

震
災
の
津
波
で
、
気
仙
沼
の
父
親
を

失
い
ま
す
。
震
災
発
生
か
ら
１
年
後
、

「
父
が
な
ぜ
死
ん
だ
の
か
」
に
向
き

合
お
う
と
決
心
。
東
北
大
学
や
震
災

の
研
究
者
を
訪
れ
、「
地
震
は
ど
う

し
て
起
こ
る
の
か
（
知
識
）」「
今
ま

で
ど
ん
な
地
震
が
あ
っ
た
の
か
（
歴

史
）」「
ま
た
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
（
防
災
）」
に
つ

い
て
取
材
し
ま
す
。
専
門
的
な
知
識

は
、
図
解
と
コ
ミ
ッ
ク
風
の
イ
ラ
ス

ト
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や

す
く
工
夫
し
て
あ
り
ま
す
。
大
き
な

災
害
が
起
き
た
時
に
、
被
害
を
少
し

で
も
減
ら
せ
る
よ
う
に
、
未
来
を
生

き
る
子
ど
も
た
ち
へ
、
自
分
の
体
験

を
手
渡
し
た
い
と
い
う
、
筆
者
の
祈

り
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
本

で
す
。

　
「
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
に
し
た
の
」

は
、
本
の
中
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
、

福
島
県
飯
舘
村
の
渡
邊
と
み
子
さ
ん

が
書
い
た
詩
で
す
。
渡
邊
さ
ん
は
、

飯
舘
村
ブ
ラ
ン
ド
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
世

に
出
そ
う
と
し
て
い
た
矢
先
、
原
発

事
故
に
よ
り
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。
長
野
、
埼
玉
を
転
々
と
し

た
後
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
種
を
つ
な
ぐ
た

め
に
、
福
島
市
内
の
休
耕
田
を
借
り

て
種
を
ま
き
ま
す
。
重
い
泥
を
押
し

上
げ
て
現
れ
た
芽
を
見
た
瞬
間
、
渡

邊
さ
ん
の
心
が
震
え
ま
す
。
故
郷
を

奪
わ
れ
た
苦
し
み
や
放
射
能
汚
染
の

不
安
に
、
果
敢
に
立
ち
向
か
う
人
の

姿
を
伝
え
ま
す
。

　
児
童
書
は
、
大
人
と
子
ど
も
が
共

有
で
き
る
本
で
す
。
震
災
の
実
体
験

の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
く

今
こ
そ
、
手
渡
し
て
い
き
た
い
で
す
。

震
災
を
未
来
へ
語
り
継
ぐ
児
童
書

「
地
震
の
は
な
し
を
聞
き
に
行
く

　
　

―
父
は
な
ぜ
死
ん
だ
の
か
」
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「
あ
き
ら
め
な
い
こ
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し
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泉
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
区
名
の

由
来
に
も
な
っ
て
い
る
泉
ケ
岳
。
そ
の

魅
力
を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
「
泉
ケ

岳
悠
・
遊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
9
月

29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
和
太
鼓
演

奏
や
す
ず
め
踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
の

ほ
か
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
、

ポ
ニ
ー
の
引
き
馬
体
験
な
ど
、
家
族
連

市政
トピックス

「
泉
ケ
岳
悠（
ゆ
う
）・

遊（
ゆ
う
）
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
開
催

れ
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
場
者
が
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
水
と
空
気
の
力
を
使
っ
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
飛
ば
す
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ

ッ
ト
」
の
製
作
・
発
射
体
験
に
は
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
。
説
明
を
聞

き
な
が
ら
発
射
の
準
備
を
す
る
子
ど
も

た
ち
は
少
し
緊
張
し
た
表
情
で
し
た
が
、

勢
い
よ
く
飛
び
出
す
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ

ケ
ッ
ト
に
、
手
を
た
た
き
な
が
ら
歓
声

を
上
げ
、
何
度
も
遠
く
へ
飛
ば
し
て
い

ま
し
た
。

　　　
ま
た
、
当
日
は
泉
ケ
岳
ス
キ
ー
場
の

リ
フ
ト
の
無
料
運
行
が
行
わ
れ
、
頂
上

を
訪
れ
た
人
は
「
雲
の
上
に
来
た
み
た

い
」
と
話
し
な
が
ら
、
眼
下
に
広
が
る

景
色
を
一
望
。
秋
の
泉
ケ
岳
を
満
喫
し
、

よ
り
泉
ケ
岳
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
好
き
な
曲
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
追
い

か
け
て
公
演
を
は
し
ご
し
た
り
、
買
い

物
の
つ
い
で
に
の
ぞ
い
て
み
た
り
、
子

ど
も
と
一
緒
に
音
楽
に
浸
っ
た
り
。
気

軽
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
仙
台
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
、
通
称「
せ
ん
く
ら
」
が
10
月

４
日
か
ら
６
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
内

10
会
場
で
89
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
あ
っ
た
♪
わ

た
し
の
ブ
ラ
ボ
ー
！
」。
演
奏
者
の
熱

演
に
会
場
が
沸
き
、
観
客
の「
ブ
ラ
ボ

ー
！
」
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
下
鉄
仙
台
駅
と
旭
ケ
丘
駅

で
は
、
地
下
鉄
駅
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く

の
人
が
す
て
き
な
音
色
に
聴
き
入
り
ま

し
た
。

市政
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ク
ラ
シ
ッ
ク
の
音
色
に

包
ま
れ
た
３
日
間

▲色とりどりの羽を取り付けた、自作のペッ
トボトルロケットが次々発射されていました
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宮
城
野
区
仙
石
に
多
目
的
広
場「
仙
石

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
」
が
オ
ー
プ
ン

　
宮
城
野
区
仙
石
に
「
仙
石
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
」
が
完
成
し
、
10
月
１
日
か

ら
利
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
17
年
に
廃
止
さ
れ
た
小
鶴
清
掃
工

場
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
の

協
力
の
下
、
検
討
を
重
ね
、
市
が
整
備

し
た
も
の
で
す
。

　
広
場
に
は
、
土
で
舗
装
さ
れ
た
東
側

の
広
場
と
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
さ

れ
た
西
側
の
広
場
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

や
町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
目
的

に
利
用
で
き
る
ほ
か
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
の
広
場
は
、
災
害
時
に
地
域
住
民

の
自
家
用
車
等
の
避
難
場
所
と
し
て
も

活
用
さ
れ
ま
す
。
広
場
の
管
理
・
運
営

は
仙
石
、
福
住
町
の
両
町
内
会
を
中
心

と
し
た
仙
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
管
理

運
営
会
が
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
28
日
に
開
か
れ
た
完
成

記
念
式
に
合
わ
せ
、
市
制
施
行
１
３
０

周
年
、
政
令
指
定
都
市
・
区
制
移
行
30

周
年
を
記
念
し
た
植
樹
式
も
開
催
。
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
仙

台
と
地
域
の
発
展
を
願
い
、
広
場
の
一

角
に
桜
の
木
を
植
え
ま
し
た
。
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地
域
の
防
犯
活
動
に
貢

献
さ
れ
た
方
を
表
彰

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
に
お

け
る
防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方

々
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
10
日
に
行
わ
れ
た
全
国
地
域
安

全
運
動
第
31
回
仙
台
市
大
会
で
、
９
団

体
・
89
人
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
防
犯
功
労
団
体
、
防
犯
功

労
者
、
退
任
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
（
順
不
同
・
敬
称

略
）。

〔
防
犯
功
労
団
体
〕
東
三
番
丁
親
和
町

内
会
、
青
葉
土
樋
町
内
会
、
山
田
防
犯

協
会
、
郡
山
地
区
防
犯
協
会
、
荒
巻
地

区
防
犯
協
会
、
白
沢
地
区
防
犯
協
会
、

鶴
ケ
谷
防
犯
協
会
、
小
田
原
清
水
沼
防

犯
協
会
、
泉
中
央
第
一
町
内
会

〔
防
犯
功
労
者
〕
金
田
典
昭
、
菅
野
英

太
、
西
澤
啓
文
、
岩
山
浩
一
、
山
﨑
敬

　
10
月
4
日
、
事
業
所
に
お
け
る
初
期

消
火
技
術
な
ど
企
業
防
災
力
向
上
を
目

的
に
、
消
防
技
術
研
修
会
が
太
白
区
の

鈎
取
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
区
内
の

事
業
所
従
業
員
74
人
が
参
加
。
屋
内
消

火
栓
の
扱
い
方
や
１
１
９
番
の
通
報
手

順
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　　
事
業
所
内
で
火
事
が
発
生
し
た
想
定

で
訓
練
を
実
施
。「
火
事
だ
ー
！
誰
か

１
１
９
番
に
連
絡
し
て
！
」
と
叫
び
、

消
火
栓
か
ら
ホ
ー
ス
を
取
り
出
し
、
俊

敏
な
動
き
で
消
火
す
る
姿
は
真
剣
そ
の

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
初
め
て

中
学
生
も
参
加
。
人
来
田
中
学
校
2
年

生
38
人
は
、
ク
イ
ズ
形
式
で
消
火
方
法

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
万
が
一
の
際
の
心
構
え
と
、
火
災
発

生
時
の
対
応
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

子
、
阿
部
敬
、
富
谷
正
雄
、
斎
藤
幸
一
、

小
野
寺
昭
夫
、
三
浦
定
男
、
佐
々
木
栄

尚
、
佐
藤
功
、
菅
井
茂

〔
防
犯
指
導
隊
員・防
犯
女
性
部
員
退
任
〕

柴
田
与
市
、
若
生
信
也
、
加
藤
進
、
菊

地
莊
介
、
竹
内
紀
子
、
結
城
か
す
み

　
10
月
７
日
か
ら
５
日
間
、
台
風
第
15

号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
千
葉
県
南
房

総
市
に
職
員
６
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
被

災
自
治
体
と
、
支
援
す
る
都
道
府
県
・

政
令
指
定
都
市
を
ペ
ア
に
す
る
国
の
支

援
制
度
に
基
づ
き
、
本
市
が
南
房
総
市

に
対
す
る
支
援
団
体
と
し
て
決
定
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
罹り

災さ
い

証
明
事
務

の
支
援
の
た
め
、
被
害
家
屋
の
被
害
認

定
調
査
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
台
風
第
19
号
に
伴
う
記
録
的

大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
を
受
け
た
宮
城

県
丸
森
町
へ
、
人
命
救
助
と
情
報
収
集

等
の
た
め
、
10
月
13
日
に
消
防
局
職
員

21
人
を
派
遣
。
さ
ら
に
、
14
日
に
は
応

急
給
水
活
動
の
た
め
の
給
水
車
を
、
16

日
に
は
避
難
所
で
の
健
康
相
談
な
ど
に

従
事
す
る
保
健
師
等
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活

再
建
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
被
災
地
の
い
ち
早
い
復
興
を

お
祈
り
し
ま
す
。

◀広場の総面積は約
２ヘクタール。写真は
土で舗装された広場

市政
トピックス

台
風
第
15
号
・
第
19
号

の
被
災
地
へ
支
援

市政
トピックス

万
が
一
に
備
え
て
―
消

防
技
術
研
修
会
を
実
施

▲消火までの時間を競いながら
行われた消火訓練

▲植樹式の様子


